
 

【主な内容】
伊東祐親とその一族………………………
大雨警報などを市町ごとに発表…………
三味線の寄贈を！…………………………
特定健診、特定保健指導…………………

Ｐ 2
Ｐ 4
Ｐ 7
Ｐ10



広報いとう ２

問
Ｎ
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Ｏ
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Ｐ
Ｏ
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史
蹟
保
存
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史
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史
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７
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伊
東
祐
親
、
曽
我
物
語
と
伊
東
市

　
伊
東
祐
親
は
伊
東
の
歴
史
と
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
重
要
な
存
在

で
す
。
明
治
以
前
の
日
本
で
「
伊

東
」
の
存
在
が
多
く
の
人
に
知
ら

れ
た
の
は
、
伊
東
祐
親
と
曽
我
物

語
の
お
か
げ
で
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ

ど
に
伊
東
祐
親
と
曽
我
物
語
の
存

在
は
大
き
い
の
で
す
。

祐
親
の
嫡
男
・
河
津
三
郎
は
相
撲

の
神
様

　
伊
東
家
の
広
い
所
領
の
う
ち
、

長
男
・
祐
泰
は
河
津
に
配
置
さ
れ

た
た
め
、
河
津
三
郎
祐
泰
と
名
乗

り
ま
し
た
。
東
国
の
武
将
た
ち
が

集
ま
っ
た
奥
野
の
狩
り
の
後
、
祐

泰
は
余
興
の
相
撲
で
無
敵
を
誇
る

俣
野
五
郎
を
破
っ
た
こ
と
で
天
下

に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。
今

も
相
撲
の
決
ま
り
手
の
四
十
八
手

の
一
つ
に
「
河
津
が
け
」
と
し
て

名
を
残
し
て
い
ま
す
。

椎
の
木
三
本
と
曽
我
兄
弟

　
伊
東
祐
親
と
従
兄
弟
の
工
藤
祐

経
と
の
所
領
を
め
ぐ
る
争
い
が
原

因
で
、
河
津
三
郎
は
赤
沢
山
の
麓
、

椎
の
木
三
本
で
祐
経
の
家
来
に
討

た
れ
て
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
三

郎
の
２
人
の
息
子
（
祐
親
の
孫
）
、

曽
我
十
郎
・
五
郎
の
兄
弟
が
18
年

間
に
も
及
ぶ
苦
労
の
末
、
富
士
の

裾
野
で
親
の
仇
、
工
藤
祐
経
を
討

ち
果
た
す
ま
で
を
描
い
た
物
語
が

「
曽
我
物
語
」
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
芸
能
の
世
界
で
取
り
上
げ
ら
れ

数
百
年
に
わ
た
っ
て
日
本
中
の
人

に
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
伊
東
祐
親
ま
つ
り
は
、
伊
東
の

地
へ
の
郷
土
愛
と
そ
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
（
自
己
同
一
性
）
の
表

れ
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
郷
土

を
築
き
上
げ
た
偉
大
な
先
祖
へ
の

感
謝
祭
で
す
。
市
や
観
光
協
会
、

市
内
外
約
３
８
０
社
の
事
業
所
の

協
賛
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
上
舞
台
と
藤
の
広
場
を
利
用
し

た
薪
能
な
ど
特
異
性
の
あ
る
試
み

で
地
元
の
文
化
・
芸
能
の
振
興
に

も
努
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、

子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
「
お
能

教
室
」
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

「
歴
史
と
文
化
の
香
る
ま
ち
・
伊

東
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
内
で
は
唯

一
の
水
上
舞
台
で
一
流
の
演
者
が

狂
言
と
能
の
舞
を
披
露
し
ま
す
。

今
回
は
狂
言
の
舞
台
に
能
楽
界
の

ス
タ
ー
・
野
村
萬
斎
さ
ん
が
出
演

し
ま
す
。
幻
想
的
な
世
界
を
心
ゆ

く
ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

内
　
容

・
狂
言
「
呼
声
」
野
村
萬
斎

・
能
「
杜
若
」
梅
若
万
三
郎

入
場
料
　
Ｓ
席
６
０
０
０
円
、
Ａ

　
席
４
５
０
０
円
、
Ｂ
席
３
０
０

　
０
円

　
伊
東
が
「
曽
我
物
語
」
発
祥
の

地
と
し
て
、
そ
の
名
を
全
国
に
広

げ
、
末
永
く
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
、
先
人
に
よ
り
市
内
に
多
く

の
伝
統
芸
能
が
温
存
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
神

楽
、
船
歌
、

シ
ャ
ギ
リ

な
ど
数
多

く
の
伝
統

芸
能
の
舞

台
が
披
露

さ
れ
ま
す
。

　
日
舞
、
囃
子
、
田
楽
な
ど
の
団

体
が
出
演
し
ま
す
。
伊
東
温
泉
文

化
の
象
徴
で
あ
る
芸
妓
衆
が
勢
ぞ

ろ
い
し
て
披
露
す
る
水
上
の
華
の

香
り
漂
う
舞
い
姿
は
、
ま
さ
し
く

豪
華
絢
爛
で
す
。
多
く
の
来
遊
客

の
人
気
を
得
て
い
る
舞
台
で
、
伊

東
温
泉
情
緒
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
場
料
　
１
０
０
０
円

※
薪
能
と
華
舞
台
の
入
場
券
販
売

　
の
こ
と
は
文
化
財
史
蹟
保
存
会

　
か
観
光
協
会
（
　
（37）
６
１
０
５
）

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

か
た
き



2010.5３

日　　　程
6月10日(木)
6月24日(木)
7月 9日(金)
7月22日(木)
8月19日(木)
9月 9日(木)
9月24日(金)

10月14日(木)
10月28日(木)
11月11日(木)
11月25日(木)
12月 9日(木)
1月20日(木)
1月28日(金)

開講式（オリエンテーションなど）
おやこで楽しむ読み聞かせ
太極拳にチャレンジ
歯の健康
愛をはぐくむ子育て
世界でひとつ！手づくり絵本を作ろう１
世界でひとつ！手づくり絵本を作ろう２
社会見学（絵本美術館）
魚のおろし方教室
子どもの栄養
ラブリーなミニ・ツリーを作る
簡単！ケーキづくり
コサージュづくり
子どもと自然、閉講式

内　　　　　容

　
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た

２
年
間
継
続
し
て
受
け
る
講
座
で

す
。
本
年
度
は
全
20
回
を
予
定
し
、

新
し
く
30
人
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。
昨
年
度
か
ら
受
講
し
て
い

る
２
回
生
の
人
た
ち
と
合
わ
せ
て

60
人
で
一
緒
に
学
び
ま
す
。
２
年

間
の
講
座
を
通
じ
て
多
く
の
知
識

に
触
れ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
仲

間
と
出
会
っ
て
親
睦
を
深
め
る
こ

と
で
、
生
活
に
張
り
と
明
る
さ
が

生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

対
　
象
　
60
歳
以
上
（
昭
和
25
年

　
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人

期
　
間
　
５
月
20
日
（木）
〜
23
年
２

　
月
３
日
（木）
の
毎
月
第
１
・
３
木

　
曜
日
（
全
20
回
）
９
時
40
分
〜

　
15
時
（
日
程
と
時
間
は
変
わ
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
）

会
　
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中

　
央
会
館
な
ど

内
　
容
　
郷
土
の
歴
史
や
健
康
の

　
講
義
、
お
飾
り
づ
く
り
、
ボ
ウ

　
リ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど

人
　
数
　
30
人
（
応
募
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
）

受
講
料
　
年
間
３
５
０
０
円
。
講

　
座
の
内
容
に
よ
っ
て
材
料
費
な

　
ど
の
自
己
負
担
も
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

　
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電
話

　
番
号
を
記
入
し
て
市
役
所
生
涯

　
学
習
課
「
い
で
ゆ
大
学
」
係
ま

　
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
５
月
13
日
（木）
必
着

問
生
涯
学
習
課

　
　
（32）
１
９
６
２

　
子
育
て
を
す
る
仲
間
が
集
ま
っ

て
、
講
義
や
料
理
教
室
、
工
作
教

室
な
ど
で
一
緒
に
楽
し
く
「
親
学
」

を
学
び
ま
す
。
子
育
て
の
悩
み
の

話
を
す
る
場
に
も
な
り
、
講
座
終

了
後
に
は
、
き
っ
と
子
育
て
の
考

え
方
が
変
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

対
　
象
　
就
学
前
（
６
歳
以
下
）

　
の
乳
幼
児
を
持
つ
親

日
程
と
内
容
　
左
の
表
の
と
お
り
。

時
　
間
　
９
時
45
分
〜
11
時
45
分

　
（
内
容
に
よ
っ
て
多
少
変
わ
り

　
ま
す
）

会
　
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中

　
央
会
館
な
ど

人
　
数
　
20
人
（
応
募
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
）

受
講
料
　
年
間
２
８
０
０
円
（
親

　
子
２
人
分
）
。
講
座
の
内
容
に

　
よ
っ
て
材
料
費
、
入
場
料
な
ど

　
の
自
己
負
担
も
あ
り
ま
す
。

託
児
サ
ー
ビ
ス
　
原
則
と
し
て
お

　
子
さ
ん
と
一
緒
に
受
講
は
で
き

　
ま
せ
ん
。
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
年

　
間
１
０
０
０
円
で
利
用
で
き
ま

　
す
。
乳
児
の
場
合
は
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

　
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、

　
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
の
生
年

　
月
日
を
記
入
し
て
市
役
所
生
涯

　
学
習
課
「
楽
し
く
学
ぶ
子
育
て

　
講
座
」
係
ま
で
郵
送
し
て
く
だ

　
さ
い
。

締
め
切
り
　
５
月
18
日
（火）
必
着

問
生
涯
学
習
課

　
　
（32）
１
９
６
１

　
夏
休
み
に
伊
豆
大
島
で
の
２
泊

３
日
の
本
研
修
と
事
前
・
事
後
研

修
で
友
達
と
楽
し
い
思
い
出
を
い

っ
ぱ
い
作
ろ
う
！
　
小
学
生
の
船

の
研
修
に
参
加
す
る
小
学
生
と
、

指
導
員
と
し
て
参
加
す
る
高
校
生

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
・
人
数
　
市
内
小
学
校
５
・

　
６
年
生
50
人
と
高
校
生
指
導
員

　
５
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

　
選
）

日
　
時

・
事
前
研
修
…
８
月
６
日
（金）
・
12

　
日
（木）
10
時
〜
15
時

・
本
研
修
…
８
月
18
日
（水）
〜
20
日

　
（金）
・
事
後
研
修
…
８
月
28
日
（土）
10
時

　
〜
15
時

会
　
場
　
伊
豆
大
島
、
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
ー
中
央
会
館

内
　
容
　
伊
豆
大
島
の
自
然
と
歴

　
史
、
海
洋
の
勉
強
、
船
旅
の
体

　
験
や
集
団
生
活
に
よ
る
規
律
訓

　
練

参
加
費
　
１
万
５
０
０
０
円
（
船

　
賃
、
宿
泊
費
、
島
内
研
修
費
な

　
ど
）

申
し
込
み
　
各
小
学
校
と
生
涯
学

　
習
課
窓
口
（
市
役
所
５
階
）
に

　
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
て
生
涯
学
習
課
窓
口
に
提

　
出
す
る
か
生
涯
学
習
課
「
小
学

　
生
の
船
」
係
ま
で
郵
送
し
て
く

　
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
５
月
21
日
（金）
必
着

問
生
涯
学
習
課

　
　
（32）
１
９
６
２

楽しく学ぶ子育て講座の日程と内容
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19
年
度
か
ら
３
年
間
行
っ
て
き

た
元
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
応
援

事
業
は
、
行
政
区
と
分
譲
地
を
合

わ
せ
延
べ
60
団
体
が
申
請
し
、
１

０
６
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
補
助

金
は
左
の
写
真
の
よ
う
な
地
域
の

施
設
の
改
修
や
道
路
整
備
、
交
通

安
全
設
備
の
設
置
、
各
種
行
事
に

活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
行
政
区
や
分
譲
地

か
ら
い
た
だ
い
た
要
望
を
踏
ま
え

て
見
直
し
、
良
い
点
を
継
承
す
る

と
と
も
に
改
善
を
加
え
、
22
年
度

は
夢
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
行

い
ま
す
。
対
象
事
業
は
区
長
、
分

譲
地
代
表
か
ら
の
申
請
に
よ
り
受

け
付
け
、
下
の
表
の
と
お
り
補
助

し
ま
す
。
地
域
が
主
体
と
な
っ
て

行
う
事
業
を
、
さ
ら
に
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
静
岡
地
方
気
象
台
は
５
月
27
日

（
予
定
）
か
ら
気
象
警
報
・
注
意

報
を
市
町
を
対
象
と
し
て
発
表
し

ま
す
。
例
え
ば
、
伊
東
市
で
大
雨

に
よ
る
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
、
現
在
は
「
伊
豆
北
に
大
雨

警
報
」
と
発
表
し
ま
す
が
、
５
月

27
日
か
ら
は
「
伊
東
市
に
大
雨
警

報
」
と
発
表
し
ま
す
。
大
雨
警
報

を
発
表
す
る
時
は
、
特
に
警
戒
を

必
要
と
す
る
「
浸
水
害
」
「
土
砂

災
害
」
「
土
砂
災
害
・
浸
水
害
」

の
ど
れ
か
を
明
示
し
て
呼
び
か
け

ま
す
。

　
こ
の
変
更
は
、
警
戒
を
必
要
と

す
る
市
町
を
特
定
し
て
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
や
防
災

活
動
を
担
う
皆
さ
ん
へ
、
防
災
行

動
を
今
以
上
に
迅
速
、
的
確
に
結

び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
改
善
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
こ
と
で
大
切
な
生

命
、
身
体
、
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
な
お
、
気
象
台
か
ら
は
市
町
ご

と
に
警
報
・
注
意
報
を
発
表
し
ま

す
が
、
一
番
身
近
な
情
報
入
手
源

の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
は
画
面
に

表
示
で
き
る
文
字
数
や
読
み
上
げ

る
文
章
の
長
さ
に
制
約
が
あ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
「
伊
豆
北

に
大
雨
警
報
」
と
放
送
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

15行政区、原則100世帯

以上の分譲地等自治会

原則50世帯以上100世帯

未満の分譲地等自治会

50万円を限度とし事業

費総額の２分の１以内

20万円を限度とし事業

費総額の２分の１以内

50万円を限度とし事業

費総額の３分の２以内

20万円を限度とし事業

費総額の３分の２以内

補　助　の　内　容

ハード事業
対象事業者

ソフト事業

夢まちづくり事業の概要

警報・注意報の
発表対象区域
【現在】
伊豆北

【5月27日から】
伊東市

※ハード事業…道路、建物、工作物、備品などの整備を行う事業
　ソフト事業…住民同士の交流を深める行事、イベントなどを開催する事業
　１団体当たりの補助限度額は、ハード・ソフトそれぞれの補助額を合算して
　年間50万円または20万円です。
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岡
地
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台
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ペ
ー
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で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
静
岡
地
方
気
象
台

　
　
０
５
４(

２
８
６)

３
５
２
１
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利
用
者
負
担
額

申
請
か
ら
支
給
決
定
ま
で
の
流
れ

・
申
請
（
障
害
程
度
区
分
の
認
定
を
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

　
場
合
は
医
師
の
意
見
書
が
必
要
で
す
）

・
調
査

・
審
査

・
認
定

・
支
給
決
定
（
利
用
者
の
意
向
の
聴
取
）

・
事
業
者
と
契
約

・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
開
始

自宅で入浴や排せつ、食事などの介助をします。

重度の障害があり常に介護が必要な人に、自宅で入浴や排

せつ、食事などの介助や外出時の移動の補助をします。

知的障害や精神障害で行動が困難で常に介護が必要な人に、

行動に必要な介助や外出時の移動の補助をします。

家で介護を行う人が病気などの場合、施設へ短期間入所で

きます。

常に介護が必要な人の中でも特に介護の必要性が高いと認

められた人に、居宅介護などの障害福祉サービスを包括的

に提供します。

医療の必要な障害者で常に介護が必要な人に、医療機関で

機能訓練や療養上の管理、看護、介護や世話をします。

常に介護が必要な人に、施設で入浴や排せつ、食事の介護

や創作活動などの機会の提供をします。

障害児が施設に通い、日常生活の基本的な動作の指導や集

団生活への適応訓練などを受けられます。

共同生活の場所で入浴や排せつ、食事の介護をします。

施設に入所する人に入浴や排せつ、食事の介護をします。

自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定の期間、

身体機能や生活能力向上に必要な訓練を行います。

就労を希望する人に、一定の期間、生産活動やその他の活

動の機会の提供、知識や能力の向上訓練を行います。

通常の事業所で働くことが困難な人に、就労の機会の提供、

生産活動やその他の活動の機会の提供、知識や能力の向上

のための訓練を行います。

地域で共同生活を営む人に、住居における相談や日常生活

上の援助をします。

居 宅 介 護

重度訪問介護

行 動 援 護

短 期 入 所

重度障害者等

包 括 支 援

療 養 介 護

生 活 介 護

児 童 　 　

デイサービス

共同生活介護

施設入所支援

自 立 訓 練

就労移行支援

就労継続支援

共同生活援助

給付とサービスの種類 内　　　　　容

訓練等給付

介護給付

（障害程度

区分の認定

が必要）

サービスの種類と内容

所得区分ごとの負担上限額

※このほか補装具、自立支援医療などの制度もあります。

一 般 ２

一 般 １

低所得２

低所得１

生活保護

一般１に該当しない市民税課税世帯
市民税課税世帯で所得割16万円（障害
児は28万円）未満（20歳以上の施設等
入所者は除く）
低所得１に該当しない市民税非課税世帯
市民税非課税世帯で障害者または障害児
の保護者の収入が80万円以下
生活保護受給世帯

負担上限額（月額)

３万7,200円

０円
（自己負担なし）

所　得　区　分

・施設等入所者以外
　…障害者9,300円、障害児4,600円
・20歳未満の施設等入所者
　…9,300円

　知的障害がある人と家族からの相談に専門的な立場から答えます。

日　時　毎週火曜日９時～正午は相談支援事業所相談員が対応。

　　　　毎月第１火曜日（今年５月のみ第２火曜日）９時～正午は

　　　　知的障害者相談員が対応。

会　場　市役所社会福祉課相談室（低層棟１階）

　
市
は
障
害
が
あ
る
人
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
内
容
を
確
認
し
て
、
ご
自

身
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課

　
（
障
害
者
（
18
歳
以
上
）
）

　
　
（32）
１
５
３
２

　
子
育
て
健
康
課

　
（
障
害
児
（
18
歳
未
満
）
）

　
　
（32）
１
５
８
１

　
原
則
と
し
て
１
割
で
す
。
負
担

が
増
え
過
ぎ
な
い
よ
う
に
上
限
額

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
限
額

は
左
の
表
の
と
お
り
世
帯
の
収
入

に
応
じ
た
５
つ
の
区
分
ご
と
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
】

◇
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
と
は

　
住
宅
の
修
繕
や
増
改
築
、
模
様

替
え
、
住
宅
機
能
の
維
持
や
向
上

の
た
め
に
行
う
補
修
、
改
良
な
ど

◇
対
象
と
な
る
建
物

　
市
民
が
市
内
に
所
有
す
る
個
人

住
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
は
占
有
部
分
）

ま
た
は
併
用
住
宅
・
併
存
住
宅
の

居
住
部
分

◇
対
象
と
な
る
工
事

　
工
事
費
が
10
万
５
０
０
０
円
以

上
（
消
費
税
込
み
）
で
、
助
成
対

象
工
事
の
認
定
を
受
け
た
後
、
９

月
末
日
ま
で
に
着
工
す
る
工
事

◇
施
工
業
者

　
市
内
に
本
社
、
本
店
が
登
記
さ

れ
て
い
る
法
人
、
本
市
に
納
税
申

告
を
し
て
い
る
個
人
事
業
者
で
、

市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
業
者

◇
助
成
金
額

・
工
事
費
が
１
０
５
万
円
以
上(

消　
費
税
込
み
）
の
時
…
10
万
円

・
工
事
費
が
10
万
５
０
０
０
円
以

　
上
１
０
５
万
円
未
満
（
消
費
税

　
込
み
）
の
時
…
工
事
費
の
10
％

※
助
成
分
に
消
費
税
は
含
め
ず
、

　
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
。

◇
申
し
込
み
資
格

　
次
の
要
件
全
部
に
該
当
す
る
人

・
伊
東
市
民
で
市
内
に
１
年
以
上

　
居
住
し
て
い
る

・
工
事
を
す
る
住
宅
の
所
有
者

・
市
税
や
公
共
料
金
を
滞
納
し
て

　
い
な
い

・
対
象
工
事
が
他
の
助
成
を
受
け

　
て
い
な
い
（
市
の
木
造
住
宅
耐

　
震
補
強
助
成
制
度
の
み
併
用
で

　
き
ま
す
）

◇
申
し
込
み
方
法

　
５
月
20
日
（木）
〜
６
月
25
日
（金）
に

商
工
会
議
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
書
類
は
商
工
会
議
所
に
あ
り

ま
す
。
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、

締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

◇
第
２
次
募
集

　
８
月
に
第
２
次
募
集
を
行
う
予

定
で
す
。
詳
し
く
は
広
報
い
と
う

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
】

　
助
成
金
額
や
申
し
込
み
資
格
は

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。
申
し
込
み
は
５
月

20
日
（木）
か
ら
商
工
会
議
所
で
受
け

付
け
ま
す
。
詳
細
は
商
工
会
議
所

　
居
住
用
の
家
屋
に
次
の
改
修
工

事
を
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

◇
耐
震
改
修

対
　
象
　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以

　
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

工
事
の
内
容
　
現
行
の
耐
震
基
準

　
に
適
合
さ
せ
る
改
修
工
事

工
事
の
期
間
　
平
成
18
年
〜
27
年

工
事
の
費
用
　
30
万
円
以
上

減
額
内
容
　
工
事
が
完
了
し
た
次

　
の
年
度
の
固
定
資
産
税
を
１
戸

　
当
た
り
１
２
０
�
相
当
分
ま
で

　
２
分
の
１
減
額
し
ま
す
。
平
成

　
22
年
〜
24
年
に
改
修
す
る
場
合

　
は
２
年
間
、
25
年
〜
27
年
に
改

　
修
す
る
場
合
は
１
年
間
減
額
し

　
ま
す
。

※
ほ
か
の
減
額
措
置
と
の
併
用
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

◇
省
エ
ネ
改
修
工
事

対
　
象
　
平
成
20
年
１
月
１
日
以

　
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
（
賃
貸

　
住
宅
は
除
く
）

工
事
の
内
容
　
新
た
に
現
行
の
省

　
エ
ネ
基
準
に
適
合
さ
せ
る
窓
、

　
床
、
天
井
、
壁
の
断
熱
改
修
工

　
事
（
窓
の
工
事
は
必
須
）

工
事
の
期
間
　
平
成
20
年
４
月
〜

　
25
年
３
月

工
事
の
費
用
　
30
万
円
以
上
（
補

　
助
金
な
ど
は
除
く
）

減
額
内
容
　
工
事
が
完
了
し
た
次

　
の
年
度
の
固
定
資
産
税
を
１
戸

　
当
た
り
１
２
０
�
相
当
分
ま
で

　
３
分
の
１
減
額
し
ま
す
。
減
額

　
期
間
は
１
年
間
で
す
。

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
の
減

　
額
措
置
以
外
と
は
併
用
で
き
ま

　
せ
ん
。

◇
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

対
　
象
　
平
成
19
年
１
月
１
日
以

　
前
に
建
て
ら
れ
、
次
の
い
ず
れ

　
か
の
人
が
住
ん
で
い
る
住
宅
　

　
（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）

・
65
歳
以
上
の
人

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
か
要

　
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

・
障
害
が
あ
る
人

工
事
の
内
容
　
通
路
や
出
入
り
口

　
の
拡
幅
、
階
段
の
勾
配
の
緩
和
、

　
浴
室
や
便
所
の
改
良
、
手
す
り

　
の
取
り
付
け
、
床
の
段
差
の
改

　
良
、
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え
、

　
床
の
滑
り
止
め

工
事
の
期
間
　
平
成
19
年
４
月
〜

　
25
年
３
月

工
事
の
費
用
　
30
万
円
以
上
（
補

　
助
金
な
ど
は
除
く
）

減
額
内
容
　
工
事
が
完
了
し
た
次

　
の
年
度
の
固
定
資
産
税
を
１
戸

　
当
た
り
１
０
０
�
相
当
分
ま
で

　
３
分
の
１
減
額
し
ま
す
。
減
額

　
期
間
は
１
年
間
で
す
。

※
省
エ
ネ
改
修
工
事
の
減
額
措
置

　
以
外
と
は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
助

成
と
合
わ
せ
て
木
造
住
宅
耐
震

補
強
助
成
制
度
が
利
用
で
き
ま

す
。
耐
震
補
強
部
分
の
助
成
限

度
額
は
30
万
円
で
す
。
詳
細
は

建
築
課
　
（32）
１
７
６
３
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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広　　告　　欄

三
味
線
の
寄
贈
を
!!

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
―

だ
ま
さ
れ
る
前
に
相
談
を
！

「
広
げ
よ
う
　
地
域
に
根
ざ

し
た
　
思
い
や
り
」
伊
東
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

ご
み
ゼ
ロ
運
動
週
間
ク
リ
ー

ン
作
戦
―
５
月
30
日
（日）
実
施

民
間
建
築
物
の
吹
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
を
補
助
し
ま
す

　
市
は
本
年
度
、
伊
東
温
泉
和
文

化
演
出
活
用
事
業
と
し
て
東
海
館

な
ど
で
三
味
線
体
験
を
行
い
、
温

泉
情
緒
や
活
気
あ
る
ま
ち
の
創
出

を
図
り
ま
す
。
三
味
線
は
市
民
の

皆
さ
ん
が
使
わ
な
く
な
っ
た
も
の

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
使
わ
な

く
な
っ
た
三
味
線
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
観
光
課

　
　
（32）
１
７
１
４

　
近
年
、
消
費
者
問
題
は
ま
す
ま

す
多
様
化
し
て
い
ま
す
。｢

振
り
込

め
詐
欺｣

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」｢

架

空
請
求｣｢

悪
質
な
訪
問
販
売
」
な

ど
消
費
生
活
に
関
す
る
諸
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

「
困
っ
た
な｣｢

お
か
し
い
な
」
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
契

約
や
購
入
を
す
る
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◇
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
０
５
７
０
（
０
６
４
）
３
７

０
（
全
国
共
通
番
号
）
に
電
話
し

て
案
内
に
従
っ
て
進
む
と
、
市
町

村
ま
た
は
都
道
府
県
の
消
費
者
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
つ
な
が
り
相
談
が

で
き
ま
す
。

◇
市
役
所
消
費
生
活
相
談

　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

13
時
〜
15
時
に
市
役
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
相
談
室
（
低
層
棟

２
階
）
で
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◇
伊
東
警
察
署

　
　
（38）
０
１
１
０
へ
。

◇
東
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
平
日
９
時
〜
16
時
に
　
０
５
５

（
９
５
２
）
２
２
９
９
へ
。

問
生
活
防
災
課

　
　
（32）
１
３
６
１

　
５
月
12
日
は
民
生
委
員
制
度
が

創
設
さ
れ
た
日
で
、
こ
の
日
を
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
と
定
め

て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
法
律
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働

大
臣
が
委
嘱
す
る
無
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
一
人
一
人
が
担
当

区
域
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
市
民
が
抱
え
る
問
題
の
相
談
に

応
じ
、
行
政
や
関
係
機
関
と
連
携

し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
相
談
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
職
務
上

知
り
得
た
秘
密
は
守
る
よ
う
に
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
安
心

し
て
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課

　
　
（32）
１
５
３
１

　
５
月
30
日
は
ご
み
ゼ
ロ
の
日
で

す
。
観
光
地
伊
東
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
と
ポ
イ
捨
て
防
止
の
啓
発
、

環
境
美
化
の
た
め
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
行
い
ま
す
。
毎
年
多
く
の
人
の

協
力
で
海
岸
や
港
湾
、
河
川
、
道

路
の
散
乱
ご
み
を
回
収
し
て
い
ま

す
。
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

今
年
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
30
日
（日）
９
時
30
分

　
か
ら

会
　
場
　
な
ぎ
さ
公
園
（
出
陣
式)

、

　
市
内
各
所

※
ご
み
袋
と
軍
手
は
当
日
配
布
し

　
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は

　
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

　
　
（32）
１
３
７
１

　
民
間
建
築
物
の
吹
付
け
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
と
し
て
含
有
調
査
や
除

去
工
事
な
ど
を
す
る
場
合
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
　
象
　
市
内
の
民
間
建
築
物
で
、

　
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
使
用
す

　
る
も
の

補
助
額
　
１
物
件
に
つ
き
１
回
限

　
り
次
の
補
助
を
し
ま
す
。

・
含
有
調
査
…
全
額
。
１
棟
当
た

　
り
の
上
限
は
25
万
円

・
除
去
等
工
事
…
経
費
の
３
分
の

　
２
以
内
の
額
。
１
建
築
敷
地
当

　
た
り
の
上
限
は
１
２
０
万
円

申
し
込
み
　
事
前
協
議
が
必
要
な

　
た
め
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
　
申
請
書
、
登
記
事
項

　
証
明
書
、
建
築
確
認
済
証
、
各
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春
の
農
作
業
安
全
運
動
実
施

中
―
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

蜂
の
巣
の
駆
除
は
専
門
業
者

へ
の
依
頼
を
お
勧
め
し
ま
す

健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進
員

養
成
講
座

39
歳
以
下
健
康
診
査

　
種
図
面
、
写
真
、
市
税
等
の
納

　
税
証
明
書
、
見
積
書
な
ど

問
建
築
課

　
　
（32）
１
７
６
１

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

の
２
か
月
間
、
県
内
全
域
で
春
の

農
作
業
安
全
運
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
農
作
業
事
故
に
よ
り
全
国

で
毎
年
４
０
０
人
近
く
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
春
は
特
に
茶
生
産

者
の
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
新
茶
の
時
期
は
摘
採
作
業
に

加
え
て
工
場
で
の
荒
茶
製
造
ま
で

行
う
こ
と
で
長
時
間
労
働
と
な
り
、

注
意
力
が
低
下
し
ま
す
。
適
度
な

休
息
を
取
る
な
ど
し
て
心
身
と
も

に
健
康
な
状
態
で
作
業
を
行
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
あ
わ
せ
て
基

本
的
な
注
意
事
項
を
確
認
し
、
事

故
の
原
因
を
一
つ
一
つ
取
り
除
い

て
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◇
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
農
業
機
械
の
管
理
、
利
用
は
適

　
切
に
行
う

・
適
度
な
休
息
を
取
る

・
小
型
の
機
械
で
も
油
断
大
敵

・
農
業
機
械
以
外
に
も
要
注
意

問
産
業
課

　
　
（32）
１
７
３
３

　
春
は
蜂
の
営
巣
活
動
が
始
ま
る

時
期
で
す
。
家
周
り
や
庭
の
手
入

れ
を
行
う
と
と
も
に
、
蜂
の
巣
を

作
り
始
め
て
い
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
も
し
蜂
の
巣
が
見
つ
か

っ
た
場
合
は
、
自
分
で
処
理
す
る

こ
と
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、
駆

除
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
専
門
業
者
は
電

話
帳
の
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
産
業
課

　
　
（32）
１
７
３
３

　
生
活
習
慣
病
は
予
防
と
早
期
発

見
が
大
切
で
す
。
若
い
時
か
ら
健

康
診
査
を
受
け
て
健
康
管
理
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

対
　
象
　
16
〜
39
歳
（
昭
和
46
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１

　
日
生
ま
れ
）
の
市
民

※
他
の
健
診
を
受
け
て
い
る
人
は

　
除
き
ま
す
。

期
　
間
　
６
月
１
日
（火）
〜
７
月
31

日
（土）

受
診
方
法

①
市
か
ら
郵
送
す
る
受
診
券
な
ど

　
を
持
っ
て
指
定
さ
れ
た
医
療
機

　
関
で
受
診
す
る
。

②
費
用
を
医
療
機
関
で
支
払
う
。

③
後
日
、
受
診
し
た
医
療
機
関
で

　
結
果
の
説
明
を
受
け
る
。

内
　
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
血

　
圧
測
定
、
身
体
計
測
、
尿
検
査
、

　
血
液
検
査
な
ど

定
　
員
　
３
５
０
人

費
　
用
　
１
５
０
０
円
。
次
の
人

　
は
免
除
に
な
り
ま
す
。

・
生
活
保
護
世
帯
に
属
し
「
生
活

　
保
護
休
日
・
夜
間
等
受
診
証
」

　
を
提
示
し
た
人

・
今
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世
帯

　
に
属
し
「
検
診
等
徴
収
金
免
除

　
証
明
書
」
を
提
示
し
た
人

申
し
込
み
　
５
月
12
日
（水）
か
ら
電

　
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
。
メ
ー
ル
の

　
場
合
は
件
名
に
「
39
歳
以
下
健

　
康
診
査
」
、
本
文
に
住
所
、
氏

　
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

　
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に

　
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　
お
い
し
く
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
は
健
康
の
基
本
で
す
。
今

注
目
さ
れ
る
「
食
育
」
や
健
康
に

関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
持
つ
健

康
づ
く
り
食
生
活
推
進
員
の
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
栄
養
士
と

保
健
師
の
講
話
や
調
理
実
習
を
通

し
て
、
自
分
に
合
っ
た
食
事
量
や

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
、
味
付

け
な
ど
を
学
び
ま
す
。
ま
ず
は
自

分
や
家
族
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
学
び
ま
せ
ん
か
。
講
座
を
修
了

し
て
食
生
活
推
進
員
に
な
る
と
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

参
加
し
て
健
康
づ
く
り
を
担
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

対
　
象
　
健
康
づ
く
り
や
料
理
に

　
関
心
が
あ
る
人

日
　
程
　
６
月
30
日
（水）
、
７
月
29

　
日
（木）
、
９
月
22
日
（水）
、
10
月
27

　
日
（水）
、
11
月
24
日
（水）
、
23
年
１

　
月
26
日
（水）
、
２
月
23
日
（水）
、
３

　
月
10
日
（木）

時
　
間
　
10
時
〜
14
時

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
　
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
　
用
　
２
４
０
０
円
（
調
理
実

　
習
費
）

申
し
込
み
　
５
月
28
日
（金）
ま
で
に

　
電
話
で
。
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お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
母
子
保
健

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事

業
は
左
の
表
の
事
業
と
定
期
的
に

広
報
い
と
う
で
案
内
す
る
、
ほ
っ

と
サ
ロ
ン
、
す
こ
や
か
育
児
教
室
、

食
育
講
座
、
１
歳
６
か
月
児
健
康

診
査
、
２
歳
児
健
康
教
室
、
３
歳

児
健
康
診
査
が
あ
り
ま
す
。
お
子

さ
ん
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
ご
利

用
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、

電
話
相
談
、
発
達
の
心
配
や
お
友

達
と
遊
べ
な
い
な
ど
の
子
育
て
の

悩
み
相
談
、
家
庭
訪
問
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
に
不
安
を

持
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
３
か
月
以
上
７
歳
６
か

　
月
未
満
の
子
ど
も

※
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の

　
接
種
後
27
日
以
内
、
三
種
混
合
、

　
日
本
脳
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
の
接
種
後
６
日
以
内
は
受
け
ら

　
れ
ま
せ
ん
。

会
場
と
日
程
　
３
か
月
以
上
１
歳

　
３
か
月
未
満
の
子
ど
も
は
左
の

　
表
の
と
お
り
で
す
。
指
定
さ
れ

　
た
日
程
で
は
都
合
が
悪
い
場
合

　
や
、
お
子
さ
ん
の
体
調
が
悪
い

　
場
合
は
、
ほ
か
の
日
に
受
け
ら

　
れ
ま
す
。
１
歳
３
か
月
以
上
７

　
歳
６
か
月
未
満
で
接
種
を
し
て

　
い
な
い
子
ど
も
は
、
こ
の
日
程

　
の
中
で
都
合
の
良
い
日
に
受
け

　
ら
れ
ま
す
。

集
合
時
間
　
13
時
〜
13
時
20
分

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

　
票
兼
接
種
券
。
予
診
票
に
は
事

　
前
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
き

　
て
く
だ
さ
い
。

※
体
温
は
会
場
で
測
り
ま
す
。
接

　
種
前
後
30
分
間
の
飲
食
、
接
種

　
後
の
お
し
ゃ
ぶ
り
は
避
け
て
く

　
だ
さ
い
。
各
会
場
と
も
駐
車
場

　
が
狭
い
た
め
、
自
家
用
車
で
の

　
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
を
す
る
人
同
士
の
交
流

の
場
で
す
。
子
育
て
の
相
談
や
身

体
計
測
も
で
き
ま
す
。

対
　
象
　
０
歳
〜
２
歳
ほ
ど
の
子

　
ど
も
と
子
育
て
中
の
人
、
妊
婦

日
程
と
会
場
、
同
時
開
催
さ
れ
る

講
座
な
ど
（
５
月
）

・
７
日
（金）
…
荻
区
民
会
館

・
11
日
（火）
…
八
幡
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
セ
ン
タ
ー
・
く
す
り
の
話

・
20
日
（木）
…
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
・
歯
の
講
座

・
25
日
（火）
…
宇
佐
美
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
セ
ン
タ
ー
・
食
育
講
座
（
要

　
予
約
）

時
　
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

　
用
具

　
月
齢
に
合
っ
た
手
軽
な
離
乳
食

（
３
回
食
以
降
）
の
作
り
方
や
進

め
方
を
学
び
ま
す
。

対
　
象
　
９
か
月
〜
12
か
月
児
と

　
保
護
者

日
　
時
　
５
月
25
日
（火）
９
時
30
分

　
か
ら

会
　
場
　
宇
佐
美
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

　
用
具

申
し
込
み
　
５
月
18
日
（火）
ま
で
に

　
電
話
で
。

　
子
ど
も
の
発
達
や
育
児
、
離
乳

食
の
作
り
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

子
育
て
の
相
談
や
身
体
計
測
も
で

き
ま
す
。

対
　
象
　
21
年
12
月
・
22
年
１
月

　
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
家
族

日
　
時
　
５
月
21
日
（金）
９
時
15
分

　
か
ら

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

　
用
具
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

申
し
込
み
　
５
月
７
日
（金）
ま
で
に

　
電
話
で
。

母
子
保
健
事
業

食
育
講
座

す
こ
や
か
育
児
教
室

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

経
口
接
種

母子保健事業の紹介

ポリオ接種の日程

事業名（会場) 対　　　象 内　　　容
妊婦健康診査

(委託医療機関）

マタニティ教室

(保健福祉センター）

家庭訪問（各家庭）

乳児健康診査

(委託医療機関）

　（保健福祉センター

　　など）

妊婦（妊娠週数に

合わせて14回以内）

妊婦と家族

全員

４か月児

10か月児

母子健康手帳別冊の受診

票を持って受診

妊娠中の歯の手入れや食

事の話、赤ちゃんのお風

呂の入れ方など、育児情

報が得られる教室

保健師などによる家庭訪問

母子健康手帳別冊の受診

票を持って受診

ポリオ集団接種2回

ＢＣＧ個別接種

三種混合４回

麻しん風しん混合ワクチン

１期

日本脳炎

(現在見合わせ中）

標
準
的
な
接
種
年
齢

予
　
防
　
接
　
種

3か月～7歳半

未満の乳幼児

3か月～6か月

未満の乳児

3か月～7歳半

未満の乳幼児

1歳～2歳未満

の幼児

3歳～7歳半

未満の乳幼児

(指定医療機関）

21年2月・3月
21年4月・5月
21年6月・7月
21年8月・9月
21年10月・11月
21年12月・22年1月
八幡野・池・赤沢・富戸地区
21年2月～22年1月
宇佐美地区
21年2月～22年1月

夜間救急医療センター

保健福祉センター

夜間救急医療センター

八幡野コミュニティセンター

宇佐美コミュニティセンター

対象月齢（生まれた月)会　　　場 実　施　日
5月 7日(金)

10日(月)
17日(月)
20日(木)
28日(金)
31日(月)

11日(火)

25日(火)
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
や
そ
の
予

備
群
の
人
を
見
つ
け
る
た
め
に
特

定
健
診
を
行
い
、
特
定
保
健
指
導

に
よ
り
生
活
習
慣
の
改
善
を
目
指

し
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満

の
人
が
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質

異
常
の
う
ち
２
つ
以
上
を
あ
わ
せ

持
っ
た
状
態
で
す
。
１
つ
１
つ
の

症
状
は
軽
く
て
も
動
脈
硬
化
が
急

速
に
進
み
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
、

糖
尿
病
合
併
症
な
ど
重
大
な
病
気

に
つ
な
が
る
危
険
が
高
く
な
り
ま

す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
軽
度
の
う
ち
に
発
見
し
進
行

を
予
防
す
る
こ
と
と
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ

な
が
り
ま
す
。
健
康
に
長
生
き
す

る
た
め
、
対
象
と
な
る
人
は
特
定

健
診
と
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
伊
東
市
国
民
健
康
保
険
で
は
40

歳
〜
74
歳
の
人
を
対
象
に
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
、
30
歳
〜
74

歳
の
人
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
を

行
い
ま
す
。
年
に
１
回
、
ど
ち
ら

か
を
受
診
で
き
ま
す
。
75
歳
以
上

の
人
に
は
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
よ
る
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
を
行
い
ま
す
。
内
容
は
左
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
勤
務
先
で
の
定
期
健
診
は
特
定

健
診
よ
り
優
先
さ
れ
る
た
め
、
重

複
し
て
特
定
健
診
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
勤
務
先
の
定
期

健
診
の
結
果
は
市
保
険
年
金
課
へ

ご
提
供
く
だ
さ
い
。
施
設
に
入
所

ま
た
は
入
居
中
の
人
、
６
か
月
以

上
入
院
中
の
人
、
妊
産
婦
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
受
診
券
が
届
い

た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
健
診
の
結
果
で
保
健
指
導
が
必

要
な
人
は
、
専
門
家
に
よ
る
特
定

保
健
指
導
（
動
機
づ
け
支
援
、
積

極
的
支
援
）
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
医
師
、
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
、
看
護
師
な
ど
の
専
門
家

が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
、
改
善
に
役
立
つ
食
事
や

運
動
な
ど
の
指
導
を
通
し
て
支
援

し
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
は
左
の

図
の
と
お
り
生
活
習
慣
改
善
の
必

要
性
を
３
段
階
に
分
け
て
判
定
し

行
い
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
の
詳

細
は
受
診
し
た
医
療
機
関
で
確
認

し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

特
定
保
健
指
導

他の医療保険制度に加入している人は勤務先やお手持ち
の保険証を発行している機関へお問い合わせください。
受診日に国保の資格がなくなっている場合は特定健診を
受診できません。誤って受診すると費用の返還請求が生
じる場合があります。
今年度75歳になる人と年度途中に国保に加入した人は、
受診期間が変わる場合があります。
４月１日現在、21年度市民税非課税世帯の人は無料です。
該当者は受診券に記載してあります（申し込みは不要）。

※１

※２

※３

特定健康診査・後期高齢者健康診査の内容

特定保健指導の内容

後期高齢者健康診査
県後期高齢者医療制度
75歳以上（特例あり)

５月末
６～９月
無　料

区　　　分
医療保険制度※１
年　　　齢
受診券の送付
受診期間※２
費　　用※３

健診項目

特定健康診査
市国民健康保険

40～64歳
５月末
６～９月
1,000円

65～74歳
６月末
７～10月

500円
問診、身体計測、診察、血圧測定、血液検査
（LDL・HDLコレステロール、中性脂肪、
GOT、GPT、γ-GTP、空腹時血糖、ヘモグロ
ビンA1c、クレアチニン、尿酸）、尿検査など

積極的支援

メタボリックシ

ンドロームによ

る生活習慣病の

リスクが重なっ

ている人が対象

です。３～６か

月にわたって継

続的にサポート

します。保険年

金課が行います。

動機づけ支援

メタボリックシ

ンドロームによ

る生活習慣病の

リスク（危険性）

が出始めている

人が対象です。

医療機関や保険

年金課が行いま

す。

動機づけ支援と積極的支援は特定保健
指導開始から６か月後に改善の度合い
を専門家と一緒に確認でき、今後の健
康な生活に役立てられます

情報提供

健診結果の説明

時に全員が受け

るものです。

低 メタボリックシンドロームの危険度 高

健診と保健指導
を受けて、いつ
までも元気に！
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受
診
で
き
る
人
　
次
の
要
件
全
部

　
に
該
当
す
る
人

・
22
年
７
月
１
日
現
在
、
満
30
歳

　
以
上
の
人

・
本
市
国
民
健
康
保
険
に
21
年
７

　
月
１
日
か
ら
加
入
し
て
い
る
人

・
21
年
度
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

　
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

・
22
年
度
に
本
市
が
実
施
す
る
国

　
保
特
定
健
康
診
査
や
39
歳
以
下

　
健
康
診
査
を
受
診
し
な
い
人

・
22
年
５
月
１
日
以
降
に
胃
内
視

　
鏡
検
査
が
腹
部
超
音
波
検
査
を

　
受
診
し
て
い
な
い
人

※
社
会
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

　
制
度
等
の
加
入
者
は
対
象
外

定
　
員
　
２
０
０
人
。
男
性
・
女

　
性
各
１
０
０
人
で
、
定
員
を
超

　
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
　
往
復
は
が
き
で
、

　
記
入
例
を
参
考
に
申
請
書
に
記

　
入
し
往
信
用
裏
面
（
市
役
所
往

　
き
宛
て
名
の
裏
面
）
に
貼
り
付

　
け
て
く
だ
さ
い
。
返
信
用
表
面

　
に
は
受
診
者
の
住
所
、
方
書
き
、

　
氏
名
（
様
付
き
）
を
記
入
し
て

　
く
だ
さ
い
。
裏
面
は
受
診
の
可

　
否
の
通
知
書
と
し
ま
す
。
申
し

　
込
み
は
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
期
間
　
６
月
14
日
（月）
〜

　
28
日
（月）
（
28
日
の
消
印
有
効
）

受
診
券
引
換
券
の
送
付
　
受
診
で

　
き
る
人
に
受
診
券
引
換
券
を
送

　
付
し
、
受
診
で
き
な
い
人
に
そ

　
の
こ
と
を
通
知
し
ま
す
。
７
月

　
23
日
（金）
ま
で
通
知
書
が
届
か
な

　
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
　
付
　
受
診
券
引
換
券
が
届
い

　
た
ら
負
担
金
と
保
険
証
と
特
定

　
健
診
受
診
券
を
持
っ
て
申
請
書

　
で
指
定
し
た
受
診
資
料
受
領
場

　
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

負
担
金
　
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

検
査
内
容
　
身
体
測
定
、
血
圧
測

　
定
、
血
液
検
査
（
コ
レ
ス
テ
ロ

　
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
血
糖
、
尿

　
酸
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、
膵
機

　
能
、
貧
血
）
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　
検
査
、
尿
検
査
、
前
立
腺
が
ん

　
検
査
、
心
電
図
検
査
、
胸
部
レ

　
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
胃
カ
メ
ラ
検

　
査
、
腹
部
エ
コ
ー
検
査
な
ど

※
子
育
て
健
康
課
が
行
う
大
腸
が

　
ん
検
診
を
自
己
負
担
５
０
０
円

　
で
同
時
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

受
診
医
療
機
関
　
大
川
胃
腸
科
外

　
科
、
立
花
胃
腸
科
外
科
、
か
と

　
う
内
科
・
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　
城
ヶ
崎
や
ま
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　
長
谷
川
胃
腸
科
内
科
医
院
、
は

　
ぁ
と
ふ
る
内
科
・
泌
尿
器
科
川

　
奈
・
伊
豆
高
原
、
青
木
ク
リ
ニ

　
ッ
ク
、
田
島
医
院
、
前
田
医
院
、

　
た
か
や
す
医
院
、
メ
デ
ィ
カ
ル

　
は
ば
伊
豆
高
原
、
山
本
医
院

受
診
期
間
　
８
月
２
日
（月）
〜
10
月

　
30
日
（土）

※
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
（
40
歳
以

　
上
）
は
特
定
健
診
の
結
果
と
し

　
て
使
用
し
、
結
果
に
よ
り
特
定

　
保
健
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

負
担
金

区分

男性

女性

肝炎検査あり

12,570円

11,720円

肝炎検査なし

11,700円

10,840円

肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型ウイルス検査）は過去に
受けた人は必要ありません。平成12年度以降、
人間ドックや基本健診などで肝炎ウイルス検査
を受けた人は検査なしとなりますので、申請書
の「肝炎検査を受けたことがある」の部分を○
で囲んでください。

※

・
資
格
取
得
年
月
日
は
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
家
族
で
申
し
込
み
を
す
る
場
合
は
コ
ピ
ー
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
記
入
面
を
内
側
に
折
り
た
た
ん
で
投
函
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
（
気
に
な
る
人
は
、
は
が
き
の
四
隅
を
テ
ー
プ
で
と
め
て
く
だ
さ
い
）

切
り
取
っ
て
市
役
所
往
き
の
裏
面
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い

第１号様式（第８条関係）

世
　
帯
　
主

受
　
診
　
者

住所
伊東市

郵便番号　　　　　－

氏名

被保険者証
記 号 番 号

資 格 取 得
年　月　日　　平成

肝炎の検査を受けた
ことがありますか？

電話　　　　　　－

氏名 性別　男 ・ 女

ある　　・　　ない

生年月日　　　昭和　　　年　　　月　　　日

昭和　　　年　　　月　　　日

受診資料受領場所
希望受領場所を○で囲んでください。

保険年金課（市役所)・宇佐美出張所・川奈出張所

富戸出張所・対島出張所・荻出張所

往復はがき記入例
返信用表面

50

返信

往信用裏面

世
　
帯
　
主

受
　
診
　
者

住所
伊東市

郵便番号

氏名

被保険者証
記 号 番 号

資 格 取 得
年　月　日　　平成

肝炎の検査を受けた
ことがありますか？

電話　　　　　　－

氏名 性別　男・女

ある　　・　　ない

生年月日　　　昭和　＊＊年　＊＊月　＊＊日

昭和
　＊＊年　＊＊月　＊＊日

受診資料受領場所
希望受領場所を○で囲んでください。

保険年金課（市役所)・宇佐美出張所・川奈出張所

富戸出張所・対島出張所・荻出張所

往信用表面

50

往信

返信用裏面

抽
選
結
果
の
通
知
書

と
し
て
使
用
し
ま
す

の
で
白
紙
の
ま
ま
に

し
て
く
だ
さ
い

4 1 4 8 5 5 5

国民健康保険の加入者を対象とした一日

人間ドックを実施します。受診して自分

の健康チェックをしましょう。

　　　　　　問保険年金課　　52-3051
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今
年
が
「
国
民
読
書
年
」
で
あ

る
こ
と
と
４
月
23
日
〜
５
月
12
日

が
「
子
供
の
読
書
週
間
」
で
あ
る

こ
と
に
あ
わ
せ
て
図
書
館
で
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
「
も
も
た
ろ

う
外
伝
」
と
題
し
て
、
だ
れ
も
が

知
っ
て
い
る
桃
太
郎
の
歴
史
や
変

遷
な
ど
を
お
話
し
し
ま
す
。
新
旧

さ
ま
ざ
ま
な
桃
太
郎
の
本
の
展
示

も
行
い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み

は
不
要
で
入
場
料
無
料
の
講
演
会

で
す
。
昔
話
に
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
特
に
小

さ
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
人
は
、

こ
の
講
演
を
聞
い
て
、
こ
れ
か
ら

の
お
子
さ
ん
へ
の
昔
話
や
桃
太
郎

の
読
み
聞
か
せ
の
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

日
　
時
　
５
月
12
日
（水）
９
時
30
分

　
〜
11
時

会
　
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中

　
央
会
館
（
図
書
館
）
３
階

内
　
容
　
日
本
五
大
昔
話
、
国
語

　
読
本
の
桃
太
郎
、
唱
歌
の
桃
太

　
郎
、
語
り
つ
が
れ
た
桃
太
郎
、

　
読
み
物
の
桃
太
郎
、
現
代
絵
本

　
桃
太
郎

講
　
師
　
市
社
会
教
育
指
導
員
・

　
山
本
悟
さ
ん

定
　
員
　
50
人
程
度

◇
小
説
・
エ
ッ
セ
イ

ぜ
ん
ぜ
ん
た
い
へ
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
朝
倉
か
す
み

リ
ミ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貴
久

志
賀
越
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
集
院
　
静

亡
国
前
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
上
　
　
剛

マ
ド
ン
ナ
・
ヴ
ェ
ル
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
堂
　
　
尊

冥
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
極
　
夏
彦

も
も
こ
の
ま
ん
ね
ん
日
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
ら
　
も
も
こ

老
兵
の
消
灯
ラ
ッ
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
愛
子

あ
す
な
ろ
三
三
七
拍
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
松
　
　
清

銀
河
に
口
笛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朱
川
　
湊
人

茜
色
の
空
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
井
　
　
喬

剣
客
春
秋
　
遠
国
か
ら
の
友
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
羽
　
　
亮

自
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃
南
　
ア
サ

オ
ラ
ン
ダ
宿
の
娘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
室
　
　
麟

そ
れ
な
り
に
生
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
群
　
よ
う
こ

失
恋
延
長
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
幸
久

悲
し
み
よ
り
も
っ
と
悲
し
い
物
語
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ォ
ン
・
テ
ヨ
ン

ロ
ス
ト
・
シ
ン
ボ
ル
（
上
・
下
）
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

死
者
の
名
を
読
み
上
げ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ア
ン
・
ラ
ン
キ
ン

◇
そ
の
他

日
常
生
活
の
法
律
全
集

森
が
消
え
れ
ば
海
も
死
ぬ

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｋ
Ｅ
　
巨
大
地
震

ツ
イ
ッ
タ
ー
ノ
ミ
ク
ス

笑
い
を
科
学
す
る

◇
児
童
書
・
絵
本

へ
ん
て
こ
り
ん
で
ス
テ
キ
な
あ
い
つ

は
な
か
っ
ぱ
と
エ
ゴ
ロ
ウ

エ
デ
ィ
の
や
さ
い
ば
た
け

と
も
だ
ち
ご
っ
こ

　
駐
車
場
は
第
二
駐
車
場
（
シ

ニ
ア
プ
ラ
ザ
桜
木
の
隣
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
別
室
に
オ
ム
ツ
替
え
、
授
乳

の
た
め
の
部
屋
を
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
も
連

れ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇違反転用に対する処分・罰則の強化

　農地の違反転用が行われた場合、都

道府県知事は原状回復などの措置を講

じることがあります。さらには、違反

転用者に対して、これまでより重い罰

金が科せられます。

３年以下の
懲役または
300万円以
下 の 罰 金
（ 法 人 は
300万円以
下の罰金）
３か月以下
の懲役また
は300万円
以下の罰金
（ 法 人 は
3 0万円以
下の罰金）

３年以下の
懲役または
300万円以
下 の 罰 金
（法人は１
億円以下の
罰金）
３年以下の
懲役または
300万円以
下 の 罰 金
（法人は１
億円以下の
罰金）

改正前事　項

違反転用

違反転用
における
原状回復
命令違反

改正後

・農地パトロールを実施しますので、

　ご理解とご協力をお願いします。

◇農地法などの申請書類の各月締切日

　５月10日(月)、６月10日(木)です。

　問農業委員会事務局　　32-1735



2010.513

大室山の山焼き
大室山が炎に包まれ焼かれていく様子を多くの人
が見守りました。

伊豆高原桜まつり
伊豆高原駅やさくらの里を会場にコンサートや出店、
桜を楽しむ催しなどでにぎわいました。

松川通りの通り初め式
東海館前の松川通りが歩行者に優しく景観に配慮
した道へと整備されました。

伊東松川あかりの小径・夜桜ライトアップ
松川沿いの桜のライトアップとギヤマン灯で「あ
かりの小径」が演出されました。

　
資
源
ご
み
は
市
内
の
協
力
店

な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
回
収
容

器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
協
力

店
は
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
主
な
資
源
ご
み

の
出
し
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
飲
料
用
）

　
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
取
り
、

中
を
軽
く
水
洗
い
す
る
。

※
油
、
洗
剤
な
ど
の
容
器
は
対

　
象
外
で
す
。

◇
ト
レ
ー
（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
）

　
ラ
ッ
プ
、
テ
ー
プ
を
取
っ
て

軽
く
水
洗
い
す
る
。

※
カ
ッ
プ
め
ん
、
透
明
ト
レ
ー
、

　
電
子
レ
ン
ジ
対
応
ト
レ
ー
は

　
対
象
外
で
す
。

◇
紙
パ
ッ
ク
（
牛
乳
パ
ッ
ク
な

　
ど
）

　
水
に
浸
し
、
張
り
合
わ
せ
部

分
を
は
が
す
。

※
内
側
に
ア
ル
ミ
が
張
っ
て
あ

　
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

　
両
陛
下
は
４
月
５
日
（月）
、
臨
時

列
車
で
伊
東
駅
に
ご
到
着
さ
れ
ま

し
た
。
集
ま
っ
た
市
民
の
大
歓
迎

を
受
け
、
温
か
な
笑
顔
で
応
え
ら

れ
な
が
ら
ご
宿
泊
先
の
川
奈
ホ
テ

ル
へ
向
か
わ
れ
ま
し
た
。
翌
６
日

（火）
は
池
の
さ
と
を
ご
散
策
さ
れ
ま

し
た
（
表
紙
の
写
真
）
。
両
陛
下

が
ご
静
養
の
た
め
伊
東
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
は
昭
和
40
年
以
来
45

年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。
両
陛
下
の

お
姿
は
伊
東
の
ま
ち
に
明
る
い
話

題
と
元
気
を
も
た
ら
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
環
境
課

（32）
１
３
７
１

問
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―
お
医
者
さ
ん
の
お
話
―

お
尻
（
肛
門
）
の
病
気

　
肛
門
に
発
生
す
る
病
気
の
代
表

は
痔
で
す
。
痔
に
は
い
わ
ゆ
る
イ

ボ
痔
（
痔
核)

、
ア
ナ
痔
（
痔
瘻)

、

キ
レ
痔
（
裂
肛
）
が
あ
り
ま
す
。

　
痔
核
は
主
に
肛
門
の
血
管
（
静

脈
）
が
膨
ら
ん
だ
も
の
で
す
。
人

間
は
二
足
歩
行
を
し
、
肛
門
が
心

臓
よ
り
下
に
あ
る
た
め
、
重
力
や

腹
圧
で
肛
門
の
血
流
が
う
っ
血
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
便
秘
、
飲
酒
、

力
仕
事
、
立
っ
た
ま
ま
や
座
っ
た

ま
ま
、
妊
娠
な
ど
で
悪
化
し
ま
す
。

治
療
の
必
要
の
な
い
も
の
を
含
め

る
と
半
数
の
人
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
肛
門
皮
膚
と
直
腸
粘
膜
と
の
境

を
歯
状
線
と
言
い
、
歯
状
線
よ
り

上
を
内
痔
核
、
下
を
外
痔
核
と
言

い
ま
す
。
内
痔
核
は
痛
み
は
あ
ま

り
な
く
出
血
が
主
な
症
状
で
す
。

悪
化
す
る
と
脱
肛
と
な
り
手
術
が

必
要
で
す
。
最
近
は
ジ
オ
ン
注
と

い
う
硬
化
剤
注
入
療
法
が
行
わ
れ

成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
外
痔
核

は
痛
み
を
伴
い
、
肛
門
の
縁
に
突

然
イ
ボ
が
で
き
る
の
が
血
栓
で
す
。

　
歯
状
線
に
あ
る
肛
門
陰
窩
か
ら

細
菌
が
肛
門
腺
に
侵
入
し
て
炎
症

を
起
こ
し
広
が
っ
た
も
の
を
肛
門

周
囲
膿
瘍
と
言
い
ま
す
。
痛
み
と

発
熱
を
伴
い
、
切
開
が
必
要
で
す
。

自
然
に
排
膿
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
慢
性
化
し
た
も
の

が
痔
瘻
で
、
男
性
に
多
い
で
す
。

　
裂
肛
（
肛
門
裂
傷
）
は
太
く
て

硬
い
便
が
無
理
に
通
過
し
た
た
め

に
起
こ
り
ま
す
。
慢
性
化
す
る
と

肛
門
潰
瘍
に
な
り
ま
す
。
排
便
時

の
痛
み
が
主
で
出
血
は
紙
に
つ
く

程
度
で
す
。
女
性
に
多
い
で
す
。

　
お
尻
に
こ
の
よ
う
な
症
状
が
発

生
し
た
場
合
は
専
門
医
で
受
診
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
田
島
医
院
　
　
（47）
０
０
１
０

ろ
う

の
う
よ
う

い
ん
か
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◇
お
仕
事
は
何
を
し
て
い
ま
す
か

　
住
宅
を
建
て
る
相
談
を
受
け
る

と
こ
ろ
か
ら
建
て
た
後
の
サ
ポ
ー

ト
ま
で
、
土
地
探
し
、
設
計
、
建

設
、
資
金
計
画
、
融
資
、
諸
手
続

き
な
ど
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
大
学
卒
業
後
に
勤
め
て
２
年

ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

◇
働
い
て
み
て
ど
う
で
す
か

　
お
客
様
へ
の
応
対
や
仕
事
に
必

要
な
知
識
を
一
か
ら
覚
え
る
の
が

大
変
で
し
た
が
、
上
司
に
叱
ら
れ

た
り
褒
め
ら
れ
た
り
、
よ
く
指
導

し
て
も
ら
い
成
長
で
き
ま
し
た
。

住
宅
が
完
成
し
て
引
き
渡
し
が
で

き
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け
た

時
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
。

◇
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
う
で
す
か

　
年
齢
層
が
若
い
職
場
で
、
休
日

に
は
よ
く
み
ん
な
で
遊
び
に
出
か

け
ま
す
。
家
族
の
よ
う
な
関
係
が

仕
事
面
で
の
連
携
に
も
つ
な
が
り
、

と
て
も
働
き
や
す
い
職
場
で
す
。

◇
趣
味
は
何
で
す
か

　
旅
行
で
す
。
海
外
旅
行
で
世
界

遺
産
を
見
た
り
、
近
場
で
は
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
や
ゴ
ー
カ
ー
ト
、
射
撃

を
し
た
り
、
普
段
の
生
活
か
ら
離

れ
た
体
験
が
楽
し
い
で
す
。
ド
ラ

イ
ブ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
も
好
き
で
す
。

◇
将
来
へ
の
考
え
を
聞
か
せ
て
く

　
だ
さ
い

　
知
識
と
経
験
を
積
ん
で
、
信
頼

し
て
も
ら
え
る
店
員
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
安
心
し
て
人
生
で
１
回

の
一
番
大
き
な
買
い
物
が
で
き
、

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
精
一
杯
お
客
様
の
力
に

な
り
た
い
で
す
。
そ
の
積
み
重
ね

で
伊
東
店
と
し
て
の
目
標
の
全
国

１
位
を
達
成
し
た
い
で
す
。

市内の若い人を紹介する
コーナーです。

セキスイハイム東海
伊豆ハイム営業所　伊東店

　　　　　さん
（湯川）

　町内会・自治会は、地震・風
水害などの災害に備えての自主
防災活動や青少年の健全育成、
交通安全、環境美化、住民の交
流を深めるための活動を行って
います。町内会・自治会に加入
してこれらの活動に参加し、地
域の輪を広げましょう。

わたくしたち伊東市民は、
　・文化を高め、教養を豊かに
　　しましょう
　・自然を愛し、清潔な環境を
　　つくりましょう
　・きまりを守り、良い風習を
　　育てましょう
　・・おたがいに助け合い、親切
　　をつくしましょう
　・・元気で働き、楽しい家庭を
　　つくりましょう



　
僕
た
ち
門
野
中
男
子
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
は
、
三
年
生
８
人
、
二
年

生
13
人
、
計
21
人
で
川
瀬
先
生
ご

指
導
の
も
と
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
僕
た
ち
の
目
標
は
、
中
体
連
で

団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に
東
海
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
毎
日
の
部
活
で

は
主
に
、
体
力
づ
く
り
や
技
術
面

の
強
化
な
ど
を
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
部
活
中
に
チ
ー
ム
の
雰

囲
気
を
良
く
す
る
た
め
に
皆
ず
っ

と
声
を
出
す
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
個
人

で
戦
う
競
技
で
す
が
、
練
習
中
は

団
体
の
部
活
と
し
て
、
部
員
全
員

で
部
活
を
盛
り
上
げ
て
全
員
が
一

試
合
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
精

一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
門
野
中

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
発
行
／
静
岡
県
伊
東
市
大
原
二
丁
目
1
番
1
号
　
伊
東
市
役
所

■
編
集
／
伊
東
市
企
画
部
企
画
政
策
課

■
印
刷
／
㈱
イ
ナ
バ
印
刷

■
電
話
／
0
5
5
7
-3
6
-0
1
1
1
　
■
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0
5
5
7
-3
6
-1
1
0
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■
Ｅ
メ
ー
ル
／
s
e
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a
k
u
@
c
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h
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u
o
k
a
.jp

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
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.s
h
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u
o
k
a
.jp

門野中学校　男子バドミントン部

　今月号で広報の担当を離れることになりま

した。４年間を振り返ると感謝の気持ちでい

っぱいです。取材を受けて広報いとうに出て

くださった人、行事やイベントでいい表情の

写真を撮らせてくださった人、そしてこの広

報いとうを読んでくださった人…、皆さんの

おかげで無事に48号を発行することができま

した。作った広報いとうとその中で得られた

経験、交流は大切な思い出にしていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　（matsu）

ガイダンスが無料のテレホンサービスをご存

知ですか？「休日の当直医」を知りたいときは、

０５７０－０６４３０７番へどうぞ。この春、

消防本部からのお知らせが新たに加わりました。

０５７０－０６４５４７番へかけると、救命

講習の案内についてガイダンスが流れます。

　これからも、役立つ情報をお知らせできる

ように内容を充実させていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　（mizu）

早川良太さん　由貴子さん (八幡野）の

次男晃音くん　　　　　　長男壱音くん
（２歳）（２か月）

いっとひのと



月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日日 曜 日

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24

30 31

25 26 27 28 29

大安 赤口 先勝 友引 仏滅 大安仏滅

先勝 友引 先負 仏滅 大安
小満

赤口赤口

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝先勝

先負友引

仏滅 大安 赤口
立夏、端午

先勝

登記の相談

法律相談
年金相談
税務相談

法律相談
交通事故相談

法律相談
人権相談

広報いとう６月号配布予定日

住まいづくり相談
行政手続きと表示登記相談 飼い主のいない犬･ねこの引取り

税務相談

年金相談

行政相談

不動産相談
飼い主のいない犬･ねこの引取り

友引 先負

友引

先負
八十八夜

伊東温泉競輪開催日 ◯競輪事業課　　36-0120問

伊東温泉競輪　　■ＦⅡ　14～16
場 外 開 催　　■平塚記念　１～２　■静岡SS　３～５　■大垣記念　６～９
　　　　　　　　■前橋ＦⅠ　11～13　■全プロ併売　14～15　■千葉ＦⅠ併売　16
　　　　　　　　■千葉ＦⅠ　17～18　■大宮ＦⅠ　19～21　■取手記念　22～25
　　　　　　　　■高知ＦⅠ　26～28　■別府記念　29～6/1

メーデー

第5回菓子まつりメイドIN伊東

第35回伊東祐親まつり
　　　　　　　　（～23）

　　こどもの日　　みどりの日　　憲法記念日

母の日

◯伊東胃腸科クリニック　　37-9255
◯立花胃腸科外科　　45-4811
◯日　吉　医　院　　37-0763
◯伊東中央歯科医院　　37-0569

内

外

小

歯

◯◯山 本 医 院　　47-5566
◯宇佐美整形外科医院　　47-2737

内 小

外

◯◯高 野 医 院　　38-2111
◯田　島　医　院　　47-0010

内 小

外

◯伊　東　病　院　　37-8888
◯青木クリニック　　45-5115

内

外

◯長谷川胃腸科内科医院　　36-2851
◯木村整形外科クリニック　　32-0600

内

外

◯伊豆高原クリニック　　55-2522
◯城ヶ崎やまだクリニック　　53-1201
◯むらかみ小児科クリニック　　52-4710
◯ちゃいるど歯科医院　　38-3336

内

外

小

歯

◯横　山　医　院　　35-0431
◯月出整形外科医院　　35-0109
◯土屋歯科診療所　　37-2392

内

外

歯

◯前　田　医　院　　37-1912
◯中伊豆リハ伊東の丘　　36-6366
◯小林歯科医院　　37-6661

内

外

歯

伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東マリンタウン

市民サービスデー



振興公社の各種教室受講生募集

救命講習開催の案内を行っています　－0570-064547番－

手話奉仕員養成講座(入門課程)
参加者募集

自動車税の納期限は５月31日(月)
納期内に必ず納めましょう！

静岡県立静岡がんセンター
「出張がんよろず相談」

順天堂大学医学部附属静岡病院
市民公開講座

　両教室とも、連続して受講する講座で

す。時間帯は「昼間の部」（13時30分～

15時30分）か「夜間の部」（18時30分～

20時30分）のどちらかを選んでください。

●ガーデニング教室

日時：４回連続して受講する教室です。

　①６月９日(水)　②７月28日(水)

　③８月20日(金)　④９月22日(水)

会場：観光会館別館

対象：市内在住・在勤の人

内容：ガーデニングの講義と体験学習

参加費：8,000円（教材費）

定員：各部30人ずつ（応募多数時抽選)

●フラワーアレンジメント教室

日時：各水曜日、全11回の教室です。

　①５月26日　②６月16日　③７月14日

　④８月18日　⑤９月15日　⑥10月20日

　⑦11月17日　⑧12月８日　⑨１月26日

　⑩２月16日　⑪３月16日　

会場：観光会館会議室

対象：市内在住・在勤の人

参加費：毎回2,000円程度（教材費）

定員：各部20人ずつ（応募多数時抽選）

～申込共通事項～

申込：往復はがきに、住所、氏名、年齢、

電話番号、希望の時間帯、質問事項を記

入し下記へ申し込みを。

宛先：〒414-0024　和田１－16－１　振興

　公社「○○教室」係

締切：ガーデニング教室は５月31日(月)、

　フラワーアレンジメント教室は５月17

　日(月)必着。

　　　　　　◯　振興公社　　37-7135

　上記の電話番号にお問い合わせいただ

くと、消防本部が行っている救命講習の

案内を確認できます。

　ガイダンスは無料です。お気軽にご利

用ください。

　　　　　　　◯　消防署　　38-0199

■市役所　　0557-36-0111(代表)　FAX0557-36-1104
　Ｅメール seisaku@city.ito.shizuoka.jp　ホームページ http://www.city.ito.shizuoka.jp
■宇佐美出張所　　48-9004　■川奈出張所　　45-1075　■富戸出張所　　51-0010
■対島出張所　　53-0002　■荻出張所　　36-5553　■東松原町連絡所　　38-8433

　日ごろ来院される方を対象に、市民公

開講座を開催します。今回は、日本人の

がんの死亡率で一番多い「肺がん」がテ

ーマです。

日時：５月26日(水)　17時30分～

会場：順天堂大学医学部附属静岡病院

　　　管理棟４階　第１会議室

講師：当院　呼吸器外科　准教授

　　　都島　由紀雄　先生

演題：肺がんの診断と治療の現況

　　◯　順天堂大学医学部附属静岡病院

　　　　　　　　　伊豆の国市長岡1129

　　　　　　　　　　　　055-948-3111

　手話でろう者と日常会話ができるよう

になるための基本を学びます。相手の簡

単な手話が理解でき、手話であいさつ、

自己紹介程度の会話が可能な技術の習得

を目指します。

日時：５月27日～11月４日

　毎週木曜日　19時～21時

会場：市役所会議室

定員：20人（高校生以上）

費用：1,200円（テキスト代）

申込：５月14日(金)までに電話で下記へ

　　　　　　◯　社会福祉課　　32-1533

　自動車税は、４月１日現在の自動車

（軽自動車を除く）の所有者に課税され

ます。お近くの金融機関、郵便局のほか、

納期内であれば、全国のコンビニエンス

ストアでも、納税できます。どうぞ、ご

利用ください。

■利用できるコンビニエンスストア

　＊セブンイレブン　＊ローソン　＊フ

　ァミリーマート　＊サンクス　＊サー

　クルＫ　＊デイリーヤマザキ　＊ヤマ

　ザキデイリーストアー　＊ミニストップ

※口座振替は金融機関で取扱っています。

　◯　熱海財務事務所　

　　　　　　課税課課税第２班　　82-9061

　静岡がんセンターでは、患者さんや家

族からのがんに関する疑問や不安、悩み

について一緒に考え、問題を解決するお

手伝いをします。

日時：６月22日(火)　13時～16時

会場：市役所５階会議室

内容：がんに関する相談

相談員：医師、看護師、ソーシャルワー

　カー等

申込：事前予約制（先着５組まで）

申込期間：５月31日(月)～６月11日(金)

　８時30分～17時（土日除く）

　◯　静岡県立静岡がんセンター

　　　　よろず相談　　055-989-5392
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第１回わんわん教室

端午の節句雛飾り展

天城霊園空き墓所募集のお知らせ

第10回「ゆ～ゆ～健康講座」 5月は、赤十字運動月間です 防衛省(自衛官)採用セミナー

　水道本管、一般家庭の水道メーターまでの漏水調査と修理手
配を行います。
　なお、個人所有管や宅地内漏水は、有料で修理をお受けしま
す。（夜９時以降は料金が割り増しされます。）
※排水などのトラブルは、水道工事店に直接依頼してください。

● ｢５月の納税｣ 納期限は５月31日(月)●

軽 自 動 車 税

●市税・国保税の休日・夜間納税相談●

●主要生活物資の物価指数●

●人口と世帯数●　　４月１日現在、(　)内は前月比

人　口　74,106人（－97)

　男　　34,821人（－33)

　女　　39,285人（－64)

世帯数　34,678世帯（＋82)

外国人登録人口　499人（－１)

　男　　160人（＋３)

　女　　339人（－４)

世帯数　214世帯（－２)

　基本的な犬の「飼い方」と「しつけ」

を学びます。飼っている犬と一緒にお越

しください。また、その際には、鑑札と

注射済票を犬の首輪につけてください。

予約の必要はありません。犬を飼ってい

ない人も参加できます。

日時：５月11日(火)14時～

※雨天の場合は５月18日(火)14時に順延

会場：市民体育センター駐車場

参加費：無料

講師：澤井　順さん（パートナードッグ

　トレーナー）

　　　　　　　　◯　環境課　　32-1374

　メディカルはば伊豆高原では、「生活

習慣病を考える」をテーマに市民向け健

康講座を開催します。講師は多くの著書

を持ち、テレビ、ラジオ出演等でおなじ

みの、順天堂大学大学院教授　河盛隆造

先生です。参加費は無料です。

日時：５月９日(日)　開場　９時30分

　開演　10時（正午まで）

会場：ひぐらし会館３階ホール

テーマ：「甘く見ていませんか？糖尿病｣

講師：順天堂大学大学院　

　　　教授　河盛　隆造先生

後援：伊東市・伊東市健康保養地づくり

　実行委員会

　◯　メディカルはば伊豆高原　 33-1200

　日本赤十字社は、災害救護活動・社会

福祉活動・国際援助活動・救急法講習・

健康生活支援講習などの事業を行ってい

ます。これらの活動財源は、赤十字事業

を理解し、毎年500円以上の事業資金を

拠出してくださる皆さま（社員）によっ

て賄われています。

　本年度も、５月を「赤十字運動月間」

とし、４月末から各町内会役員の方々に

ご協力いただき、募金のお願いにうかが

います。

　赤十字活動は、多くの方々のやさしさ

に支えられています。皆様のご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。

　　　　　　日本赤十字社伊東市地区

　　　　　　◯　社会福祉課　　32-1531

　今年度防衛省で採用する防衛医科大学

校、防衛大学校、航空学生、看護学生、

一般曹候補生、２等陸海空士などの制度

について詳しく説明します。

　日本の平和と安全を守るという大きな

テーマ。陸・海・空というダイナミック

なフィールド。あなたも、スケールの大

きな仕事に携わってみませんか。

日時：６月12日(土)　10時～17時

会場：自衛隊伊東地域事務所

　　（東松原町12-５　三浜ビル３階）

対象：18歳～26歳の人

※詳しくは、電話でお問い合わせいただ

　くか、インターネットで「静岡地本」

　を検索してください。

　◯　自衛隊伊東地域事務所　　37-9632

　返還された空き墓所の使用者募集抽選

会を７月に行います。

　詳細については、６月号の広報いとう

に掲載する予定です。

　　　　　　　◯　振興公社　　37-7135

　伊東市の３月の主要生活物資の物価指数は105.0で、

昨年の同時期に比べ1.7増加しています。

　　　　　　　　　　　　　　　◯　生活防災課　　32-1361市税の納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。

休日：５月16日(日)　８時30分～17時

夜間：５月27日(木)・28日(金)　17時30分～19時30分

会場：収納課（市役所高層棟１階）

　　　　　　　　　　　　　　　◯　収納課　　32-1291

　伊東ふれあいセンターでは、端午の節

句のつるし雛飾りを展示します。

日時：４月29日(木)～５月８日(土)

　10時～16時（５月６日(木)は休館）

会場：伊東ふれあいセンター２階ギャラ

　リー

入場料：無料

※詳しくは、お問い合わせください。

　　　　　　◯　振興公社　　37-7135

●市水道の平日・夜間・休日の修理●
水道のトラブルは伊東市水道修繕センター

３６－２０１０へ

ＣＶＡ２チャンネルとＦＭなぎさステーション76.3MHZで放
送しています。

●市役所からのお知らせ●
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困ったときは、お気軽に…　　　市民サービスセンター　 32-1361会問

※都合により、相談員が変更となる場合があります。

■法律相談　※要電話予約８人　予約開始５月６日(木)　８時30分～
　　10日(月)・25日(火)【鳥井明典弁護士】
　　18日(火)　【菊池信廣弁護士】
■税務相談　※先着６人
　　11日(火)　【稲葉　衛税理士】
　　19日(水)　【峯田政雄税理士】
■登記の相談　※先着６人
　　6日(木)　【鳥井重雄司法書士】
■交通事故相談　※要電話予約４人
　　18日(火)　【山口雅直弁護士】
■人権相談
　　25日(火)　【鳥井明典人権擁護委員】
■行政相談
　　20日(木)　【土屋貞代行政相談委員】
■行政手続きと表示登記相談（表示登記･土地測量･隣地境界）
　　12日(水)　【行政書士･土地家屋調査士】
■不動産相談
　　27日(木)　【宅建協会伊東支部】
■消費生活相談
　毎週月曜日　祝日除く【消費生活相談員】
■市民相談
　月～金曜日　祝日除く【市相談担当】

　……………………８時45分～11時30分
　　………………………………８時45分～11時30分

……………………………………………13時～15時
　　……………………………………………13時～15時

…………………………………………10時～正午

………………………………12時30分～14時10分

……………………………………13時～15時

……………………………………13時～15時

………………………………10時～正午

…………………………………………13時～15時

………………………………13時～15時

………………8時30分～正午・13時～17時

各種相談

ほけんコーナー　お問い合わせ：子育て健康課　　32-1582～1584

補聴器の相談会　お問い合わせ：社会福祉課　　　32-1531

会　場

保健福祉

センター

受　付　日　時

19日(水)　13:00～14:00

27日(木)　　9　:15～10:30

12日(水)　13:00～14:00

対　　象

Ｈ20. 10月生まれ

Ｈ20. 　４　月生まれ

Ｈ19. 　４　月生まれ

１歳６か月児健康診査

２ 歳 児 健 康 教 室

３ 歳 児 健 康 診 査

■健康相談　※要予約　　32-1583
26日(水)　９時～15時30分　市役所４階子育て健康課

　７　日(金)
17日(月)
18日(火)

保健福祉センター
保健福祉センター
八幡野コミュニティセンター

……………13時30分～15時
…………………10時～15時
…………………10時～15時

■教育相談　
　　月～金曜日　祝日除く　９時～16時30分
■家庭児童相談
　　◯子育て健康課　　32-1582・家庭児童相談室　　37-9667（10時～16時）
　　月～金曜日　祝日除く　10時～16時　＊要予約　◯中央児童館「はばたき」２階
■女性相談　＊月水金は、女性相談員が対応
　　月～金曜日　祝日除く　９時～16時　◯市役所低層棟１階社会福祉課
■心配ごと相談　
　　毎週水曜日　祝日除く　13時30分～16時
■住まいづくり相談　＊要予約
　　毎月第２水曜日　10時～正午　◯市役所３階会議室
　　※建築紛争等の相談、請負契約をめぐる紛争等については受けられません。
■こころの相談　＊要予約　
　　14日(金)　◯市役所低層棟２階福祉相談室
■年金相談
　　11日(火)　10時～14時30分【杉村労務管理事務所】◯市役所低層棟２階中会議室
　　26日(水)　10時～14時30分【三島社会保険事務所】◯市役所５階中会議室
　　※要予約　受付開始５月６日(木)午前８時30分～
　　　保険年金課窓口(高層棟１階)にお越しいただくか、電話(32-1625番)で予約を。
　　※その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、下記へお問い合わせください。

……………………………………◯◯市役所５階509号室　　37-7476

…………◯社会福祉課　　32-1535

………………………………………◯社会福祉協議会　　36-5512

………………………◯都市計画課　　32-1781

………………◯熱海健康福祉センター　　82-9120

…………………………………………………◯保険年金課　　32-1625

◯ねんきんダイヤル　　0570-05-1165

献血にご協力ください !!
※身分証明書をお持ちください。
　◯社会福祉課　　32-1531

飼い主のいない犬･ねこの引取り
　◯環境課　　32-1374

13日(木)･27日(木)　10時30分～50分
場所：市役所駐車場

26日(水)　伊東市役所
　　　　　10時～11時30分
　　　　　12時30分～15時30分

―――――――――　急病になったら　――――――――――
●　夜　間（毎日午後７時～午前０時)は…市立夜間救急医療センターへ

●　深　夜（毎日午前０時～午前８時)は…市立伊東市民病院へご相談ください

●　休　日（午前９時～午後５時)は…各当直医へ　※緊急の場合は　　119へ

（大原１丁目　　37-2510）

（　37-2626）
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